
一般事業主行動計画（女性活躍推進法・次世代育成支援対策推進法） 

1．計画期間 

2026 年 1 月 1 日 ～ 2028 年 12 月 31 日 

 

2．計画策定の趣旨 

当社では、これまで性別にかかわらず活躍できる職場づくりを進めてきた。 今後は、社員のライフステージ

や価値観の多様化を踏まえ、 育児と仕事の両立支援および働き方の選択肢の拡充を通じて、 長期的に安心し

て働き続けられる雇用環境の整備を目的として本計画を策定する。 

 

3．目標および取組内容 

 

【目標 1】男性社員の育児休業取得の促進 

目標 

計画期間中において、女性の育児休業取得率は 100％を維持しつつ、男性社員の育児休業取得者を 1 名以上創

出し、 育児休業取得率 0％の解消を図る。 

背景 

当社では女性社員の育児休業取得実績はあるものの、 男性社員の育児休業取得実績は現在ない。 今後、性別

にかかわらず育児に参加できる職場環境を整備し、 子育て期においても安心して働き続けられる体制づくり

が必要であると考えている。 

取組内容  2026 年 1 月 1 日 ～ 

1．育児休業制度および産後パパ育休制度について、対象社員に制度説明を行う 

2．育児休業取得予定者が出た場合、業務の引き継ぎ体制を事前に整備する 

3．取得を希望する社員の意思を尊重し、取得を前提としたマネジメントを行う 

4．産後パパ育休や分割取得制度の活用を促し、業務への影響を抑えながら取得できる選択肢を提示する 

 

【目標 2】働き方の選択肢拡充による就業継続支援 

目標  

勤続年数 4 年目以降の正社員を対象に、 固定残業時間の異なるキャリアコースを選択できる制度を導入し、 

雇用の継続および平均残業時間の削減を図る。 

背景 

当社はベンチャー企業として高い裁量と挑戦機会を提供してきた一方、 社員のライフステージや価値観の多

様化を踏まえ、 長期的に安心して働き続けられる環境整備が必要であると考えたため。 



取組内容  2026 年７月 1 日 ～ 

1．勤続 4 年目以降の正社員を対象に、キャリアコース選択制度を設計・導入する 

2．固定残業時間 40 時間のコースのほか、固定残業時間を 20 時間に抑えた  「ライフスタイル選択制度」を

設ける 

3．年 1 回、本人の希望によりキャリアコースを変更できる機会を設ける 

4．制度内容を社内に周知し、上長との面談を通じて選択を支援する 

 

【目標 3】子育て期における柔軟な働き方支援制度の継続・改善 

目標 

子育てを行う従業員を対象とした短時間勤務制度および在宅勤務制度について、 今後も継続して運用すると

ともに、制度の利用実態や課題を把握し、 より利用しやすい制度となるよう継続的な改善を図る。 

背景 

当社では、子育てを行う従業員が仕事と家庭を両立できるよう、 短時間勤務制度や在宅勤務制度を整備して

きた。 今後も制度を形骸化させることなく、実態に即した運用を行うため、 利用者の声を定期的に把握し、

必要に応じた見直しを行うことが重要であると考えている。 

取組内容  2026 年１月 1 日 ～ 

1．子育てを行う従業員を対象とした短時間勤務制度および在宅勤務制度を継続して運用する 

2．年 1 回、子育てを行う従業員を対象に、性別ごとの意見交換会を実施する 

3．意見交換会を通じて、制度の利用状況や課題を把握する 

4．把握した意見を踏まえ、より良い制度運用に向けた改善を検討・実施する 

 

4．情報公表およびフォローアップ 

• 本行動計画は、女性活躍・両立支援総合サイト（女性の活躍推進企業データベース）にて

公表する 

• 年 1 回、取組状況の確認を行い、必要に応じて内容の見直しを行う 

 

 


